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特定非営利活動法人 日本国際ポ:ユン置ェアセンター

1 事業の成果

JVCでは主に既存の活動地において自然災害や人道危機が発生した場合に、必要に応じて緊
急支援活動を実施している。2019年度に関しては、8月 末には台風と集中豪雨によつてラオス

中南部で発生した大規模な洪水に対する支援、また 3月 に南部アフリカを直撃した大規模なサ
イクロンによる被害に関して、政策提言活動で関わつているモザンビークにおいて支援を行な
った。
16年度から 18年度にかけてタイの活動家、農家らと日本国内での有機農業の実践、特に生

産と販売システムの構築のための交流プログラムを実施したタイ事業では、タイの活動家に
「持続的な社会づくり」につながる刺激を与えることに成功している。それぞれの現場で何を
始めるかを待つのが望ましい時期であり、2019年度の活動は休上した。

また、アフガニスタン事業では、現地スタッフが独立して設立した現地 NGO「■)ur Volce

Organization(WO)」 が発足一年目で行政的な手続きにも労力を割きつつ、また治安が非常
に不安定な中で、概ね計画に沿った活動を進めることが出来た。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【214,797】 千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千 円)

①世界各地
の難民、紛
争や災害に
よる被災民
及び社会的
に困難な境
遇 に あ る
人々に対し
ての救援・
復旧・復興
協力事業、
及び開発協
力事業、政
策提言並び
にそれらに
係る事業

パレスチナ

【子どもの栄養改善支援】

3歳以下の延べ 3006名 の子
どもへの健診や、子どもの栄
養や発達・発育の講習を保護
者や妊産婦に実施 した。40
名のボランティアの女性た
ちはほぼメンバー交代なく
活動を継続 し、講習の実施
や、保護者の相談にのるな
ど、着実に経験を積んでい
る。また、性別を問わず次期
ボランティア候補も現れて
いる。

2019イ[F:

4月 1日

2020年
3月 31日

ガザ地区 日本人
2人

ガザ地区

3歳以下
の子ども
およびそ
の保護者

7,840人

(子 ども
3,000人 、

保護者
4800.人 )

36,969

【青少年のレジリエンス】

外的要因により、計画 してい
た経験交流のすべては実施
できなかったが、参加できた
学校に関しては、お金がない
ことを理 由にす るのではな
く、活動をする工夫を考える
ことの重要性などが共有 さ
れた。コミュニティの事情に
より、学校内の活動に留まっ
た学校も多いが、地域の人が
学校 に協力す るとい う形 も
見られた。

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

東エルサ
レム

東エルサ

レム地区

生徒およ

び教師

335名



コリア

【平和交流/国内活動】

「南北 コ リア と日本の と

もだち展」では、朝鮮民主主

義人民共和国、大韓民国、中

華人民共和国、日本の各地で

ワークショップを行ない、子

どもたちの作品を集 めるこ

とができた。東京展を 2/28

～3/1に開催予定だったが、

新型 コロナ ウイルスの感染

拡大の状況や 日本政府の方

針を受けて 「延期」を決定。

その後、緊急事態宣言を受け

て、展示会は中止となった。

子 どもたちの作品はオンラ

インで紹介する予定。
また、「東北アジア大学生平
和交流プログラム」も 2019
年度は 22名 と参加者が増え
た。 うち、9名が 8月 の日朝
大学生交流に参加 し、平壌で
は、初めて金 日成総合大学と
の交流も実現 した。3月 に韓
国研修を実施予定だったが、
新型 コロナ ウイルスの影響
により中止 した。

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

日本、韓
国、北朝

鮮

日本人

1人

絵画展に

参加 した

日本、韓
国、北朝
鮮の子ど

もたちと
その協力

者および

観覧者、
また大学
生交流に

参加 した
日本、北
朝鮮の大

斗 ′ト
十 エ

日本 :

約 80人、
中国 :

約 30人、
韓国 :

約 60人、
北朝鮮 :

約 50人

6,103

アフガニスタン

【地域教育/識字】

約 250人 (9割が女性)が母
国語の読み書き、計算を学ん
でいる。識字教室の特徴は、
家の近所でその村出身の先
生から教わることができる
点。『誰から電話がかかって
きたか分かる』『働けない夫
に代わって、家で小商いを始
めた』など日常生活の変化の

声が聞かれ、他の村でも開催
希望が上がっている。

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

ナンガル
ハル県

日本人
1人

ナンガル
ハル県

識字教室

参加者お
よび教員

参加者
約 280名 、
教員 10名

20,937

【平和構築】

新たな 4つの郡にも活動が広
がり、それらの地域では地元
の若者らが自主的に、無償で

活動を担ってくれた。ブック
レット配布、各地域でのワー

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

ナンガル
ハル県

ナンガル
ハル県

ピースア

クシ ョン

参加者

参加者
のべ約
900,名



クショップ (暴力のタイプ、
家庭内での平和教育の重要
性を学ぶ内容)、 合同ワーク
ショップ (経験交流)な どに
のべ約 1000人が参加。

【市民社会サポート】

各地でアフガニスタン市民
社会組織の持続的なマネジ
メン ト」のテーマで、自立的
な組織運営の中心部分とな
る 「資金調達」と「戦略的計
画立案」の分野に特化 した研
修を行い、カリキュラムが作
成され、まとめのシンポが開
催された。

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

アフガニ

スタン、
日本

【子どもたちを対象とした
共生プログラム支援】

現地パー トナー団体・インサ
ーンの協力により「ピースヤ
ー ド (平和のひろば)」 を実
施、参加 した子どもたちの間
に民族や文化の違いを超え
た共生の芽が生まれ、心の傷
を受けた子どもたちの状態
が向上することを目指 した。

期間 :10月 1日 ～12月 5日

までの間に計 23回

参加者 :6-13歳 の 56名

(ア ラブ系 35人、クル ド系

16人、 トルコマン系 5人/33

人が避難民、男女比は半々)

①紛争の傷が残る状況下、子

どもたちが安心して集まれ

る場を提供。アー トや音楽を

通 じて平和共存について学

びつつ交流するセッション

を実施。②13名 は特に心理的

ケアが必要な状況で、個別に

面談と家庭訪間を実施。③3

回の保護者会 (参加者約 100

名)を実施。

平和共生を目指す取 り組み

を伝えると共に、異なる背景

を持つ人々が集い知 り合 う

機会となった。

ラク

201911ニ

4月 1日

2020年
3月 31日

キルクー

ク

シリア

人1人、
日本人
1人

「平和の

ひろば」

参加者 と

その家族

参加者
約 25名 、
その家族
約 50名

6,060



ス ー ス ーン

【帰還民の生活・教育環境改
善及び信頼醸成】

帰還地域では、紛争中の破壊
行為等により使用できない

井戸が多くあり、学校の教室
も不足している。小学校 3校
で計 8教室を増設 し、新規井
戸 3基を掘削した。また、住
民による井戸の維持管理定
着を目指し、井戸管理委員会
への技術研修も行った。ま
た、住民 リーダーや住民同士

が地域の平和や共生への課
題等を話 し合 うワークショ

ップを実施 した。

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

スーダ
ン・南コ

ル ドファ
ン州カ ド

グリ

日本人
2人

スーダ
ン人
6人

帰還民及
び地元住

民約

約 12,500

人 42,689

【イーダ難民キャンプの児童
保護・幼稚園支援】

幼稚園での備品支援 (防水シ
ー ト、チョーク、お絵かき帳
等)、 ボランティア教員研修
を継続した。また、保護者が
不在の児童を対象に学費、学
用品等の就学支援を実施し
た。学校への定着を目指し
て、スポーツや菜園などの課
外活動、カウンセリングや生
活の見守りを行った。

2019年
4月 1日

2020Z[F:

3月 31日

南スーダ
ン・

ユ ニア イ

州イーダ
地区

ユ ニ ア イ

州イーダ
地区

スーダン

人難民

小学生 48

人、
幼稚園児
」と12,000

人、
ボランテ

ィア教員
89人

カンボジア

【農村における生業改善】

延長期間の 1年 目として、①
水と小規模菜園の普及、②販
売への トライアル、③農のあ
る暮らしの再評価につなが
るツアー企画を中心に活動
に取り組んだ。
① :た め池・井戸の設置を進
めた。冠水対策 (雨季)、 節
水・省力で実践可能な野菜栽
培の研修 (乾季)やたい肥・

苗木づくり研修を実施。のベ

208世帯が参加し、約 9割の

住民が継続 して実践を試み
ている (参加者の 9割以上が
村に残り子や孫の世話をし
ている女性)。

② :シェムリアップ市内の飲
食店への生鮮野菜の販売の

他、ハーブティーを販売する
会社に原材料提供 (ド ライハ

2019生 l=

4月 1日

2020年
3月 31日

シェムリ
アップ県 日本人

1人
カンボ
ジア人
6人

シェムリ
アップ州
チークラ
エン郡 6

村

豫t11,200
世帯

15,066



―プ)が始まり、複数の取引
先との関係を深めてきた。売
上でため池にハンドポンプ
を設置できるようになるな
ど、販売を通じて暮らしに変
化が生まれており、研修参加
者の意欲も高い。
③ :9月 にスタディツアーを
実施。15名 が参加し、参加者
にとっては「豊かさ」を再考
する機会になった。受け入れ
た住民にとつても、何気ない
日常が特別な一日に変わる
時間になったようだ。

ラオス

【農村部住民による自然資
源の管理・利用支援】

稲作技術改善やキノコ栽培、
牛銀行などの各種農業技術
研修と、生活用水確保のため
の井戸の整備、村境実測と指
標生物調査はほぼ計画通 り
に実施 した。3村でコミュニ

ティー林や魚保護地区の設
置を完了し、村のデータをま
とめた冊子を作成 して村人
に共有したが、2019年 9月 に

発生した洪水の影響で一部
計画を次年度に持ち越 した
ため、その達成は計画の半数
に留まった。
法律意識啓発カレンダーの

制作チームの一員として内
容策定に参加 し、カレンダー

を活用した法律研修を実施
して 442名 の村人の参加を得
た。この他、自然資源の管
理・利用における男女の平等
な参画をテーマとしたジェ
ンダー研修を行い、これには
290名 の村人が参加 した。

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

サワンナ
ケー ト県
ピン郡お
よびアサ
パン トン

郡

日本人
2人

ラオス

人
9人

サワンナ
ケー ト県
ピン郡お
よびアサ
パン トン

郡

1,412世
帯、9,276

人

39,081

【洪水被害支援】

2019年 8月 末、台風とそれに

前後する集中豪雨の影響に
より、ラオス中南部で大規模
な洪水が発生、サワンナケー

ト県ピン郡の 5つの活動村で

も多数の住居や水田などが

大きな浸水被害にあった。
これを受け、5村 379世帯に

対 し、合計 1,752の米、620k
gの塩、400個の魚の缶詰、1

2019年
9月

2020年
5月

サワンナ
ケー ト県
ピン郡

サワンナ

ケー ト県
ピン郡に

おける家
屋および

水田被災

世帯

約 230世
帯お よそ

1,350人



20kgの唐辛子、360本 (500m
l)の水、2,100食の即席麺、
3枚のブルーシー トを配給 し
た。次いで食料自給を支援す
る活動として、3村 185世帯
に対 し、82kgの とうもろこし
の種、315kgの さつまいもの

苗、5.8kgの かばちやの種、2

09kgの落花生の種、4kgの き
ゅうりの種を提供 した。村人
はすでにこれ らの収穫を得
ている。また、土砂の流入に
よって使用できなくなった 6

本の井戸の修繕を支援 した。

【地域住民によるOVCサポー
ト強化】

活動の柱は、①ケアボランテ
ィアの ()VCケ アの質向上と地
域のサポー ト体制強化、②DI

Cで子どもが楽しんで学べる
ための活動改善、③食べもの
を得るための菜園づくり、④
青少年のエンパワメントか
ら成り、ケアボランティア、
青少年、保護者らを対象に研
修を行う。DICには、小・中・

高校に通う6～20代前半の 0
VCが i:ヨ.う 。
2019年度は、必要度が高く、
成果の見えやすい③菜園づ

くり研修から開始した。両 D

ICの ケアボランティア約 20

名が研修に参加、すでに年間
を通じて様々なものを栽培、
収穫し、DICで子どもに提供
する食事に利用できるよう
になつている。また①として
社会心理研修を実施、OVCが
置かれる状況や必要とする
ケアサポー トの内容につい
て学んだ。

ア フ 1

2019生 Iユ

4月 1日

2020年
3月 31日

リンポポ

州

日本人
1人

(兼任)

南アフ

リカ人
3人

直接受益
者 :

ケアボラ
ンティ
ア、OVC

間接受益
者 :

子どもの

保護者、
地域の教
員やソー
シャル ワ
ーカー、

村長など

関係者、
その他地

域住民

直接受益
者 :

ケアボラ
ンティア
20名 、OVC

約 250名

間接受益

者 :

約 10,000

人

9,709

【サイクロン被害支援】

2019年 3月 、サイクロン「ィ
ダイ (IMI)」 が南部アフリカ
を直撃、モンザビークなどに
「過去 20年で最悪」と言われ
る被害をもたらした。特に、
収穫期直前に発生したことか

ら農業生産に対するダメージ
が大きく、中長期にわたり食

ン

第 1次 :

2019年
4～ 10月

第 2次 :

2019年
12月 ～

2020年
3月

第 1次 :

ソフアフ

リ11

第 2次 :

マニカ州

日本人
1人

(兼任)

被害を受
けた小農

第 1次 :

400世帯

第 2次
200世帯

2,594



料不足が続 くことが懸念され
た。これを受けてⅣCは緊急
支援を開始、第一次支援とし
て、4～ 10月 に、最も被害が

大きかった同国中部ソファラ
州で、小農 400世帯を対象に
主食のメイズや野菜、農具を
配布 した。10月 に実施 したモ
ニタリングでは配布 した種子
が生活再建に役立てられてい

ることが確認 された。その後、
第二次支援として、夏季・雨
期が始まる 12月 から2020年
3月 まで、ソファラ州に比べ

て支援が不足しているとされ
る隣のマニカ州にて 200世
帯の小農を対象に、種の提供、
小規模家畜、技術支援、栄養
教育を実施 している。

医コ

【活動休止】

16年度から18年度にかけて
タイの活動家、農家らと日本
国内での有機農業の実践、特
に生産と販売システムの構築
のための交流プログラムを実
施した。タイの活動家に「持
続的な社会づくり」につなが
る刺激を与えることに成功し
ている。それぞれの現場で何
を始めるかを待つのが望まし
い時期であり、2019年度の活
動は休止することが総会で承
認され、2020年度以降につい
ては、2019年度内に判断とし
た。

日本人
1人 166

各事業がすでに取り組んで
いる共通のテーマ (食・農)

について、関わるべき領域や
採るべきアプローチをとも
に考え続ける場をもち、議論
することを主な計画として
いた。

ル ー

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

日本 1,437

JVCの考える「平和構築」活
動を実施していくうえでど
のようなアプローチがある
のか、どのような変化がみら
れるといいのか議論を行う
とした。しかし、ハ℃ 全体に

ル ー

20191=:

4月 1日

2020年
3月 31日

日本 50



かかる事業再編を検討する 7

月に代表者合宿が開催され
たことから、主な議論の場を
グループから代表者合宿=
組織全体に移し、これを実施
した。
個別にはスーダン事業グル
ープによる紛争分析および
パレスチナ事業グループに
パレスチナの人々の直面す
る社会問題の洗いだし、関係
者分析を共有した。

②国内の大
規模災害で
被 災 した
人々に対し
ての救援・

復旧・復興
協力事業、
政策提言並
びにそれら
に係る事業

回亜國

今年度も日本国内各地におい
て自然災害が発生した。
その都度、団体としての支援
の可能性を検討したが、
いずれも実施はしなかった。
また、2月 に静岡で開催され
た「静岡県内外の災害ボラン
ティアによる救援活動のため
の頭上訓練」にスタッフ1名
が参加した。

2019Z:F:

4月 1日

2020年
3月 31日

日本 99

③前項①・

②に関し

て、機関

誌・刊行物

等の発行及

びマスメデ

ィア等を通

じての広報

活動並びに

社会教育、

政策提言な

どの事業

□ 亜 国

【プロサバンナ事業】

2017年、現地弁護士協会がプ

ロサバンナ事業 (「 プロサバ

ンナ調整室を管轄する農業

省」)を行政裁判所に提訴、
2018年 8月 、裁判官全員一致

で、事業がモザンビークの人

びとの「知る権利を侵害」の

判決が下された。「10日 以内
の資料金面開示」が命じられ

たが、これまでモ 。日両政府

ともに何ら対応していない。
このような状況下で引き続

き、NGO外務省定期協議会

/ODA政策協議会で議題提案

を通じた問題提起・議論を継

続した。8月 開催の TICAD時

には、モザンビークの小農 リ
ーダーと市民社会メンバー

を招へい、外務省・JICAと 協

議を行うとともに、イベント

開催やメディア発信を通 じ

て、日本の市民に問題を広く

伝え、ともに考える場を設け

た。12月 からは、議員 9名 の

1主催による公開勉強会が閉

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

日本国内 日本人
3人
(全員

兼任 )

2,317



催され、外務省・JIい とJVC

を含む N∞ も参加しての議論
が継続している。TICAD以来
のこれの動きが連続 してメ

ディアに取 り上げられるな

ど問題への認知が広がりつ

つある。
プロサバンナ以外に、同国北

部では「ナカラ回廊開発」と

して石炭・天然ガス開発、イ
ンフラ整備が行われている。
いずれも日本の企業 (三井物

産)が 関わ り、公的資金

(JBIC、 NEXI)が投入さるな

か、現地住民 (農民・漁民)

の強制移転や環覚被害の事

実が確認 されてお り、財務

省・JBICと の政策協議を継続
した。なお、特に、天然ガス

開発地域では、開発格差や被

害に対する不満を背景に、現

地ではイスラム系グループ

が台頭、テロが頻発するなど

情勢が悪化している。

【安全保障政策】

自衛隊の中東派遣の動きに

対応して、他のNGOに も呼び

かけ、自衛隊の海外展開等に

ついての勉強会を 11月 に開

催。それを契機に「NGO非戦

ネット」の呼びかけ人会合を

何年かぶりに呼びかけ、2020

年度の連続学習会開催への

流れを作った。

また、 が安保法制違憲訴

訟 (横浜地裁)の原告側証人

として 10月 に法廷での証言

を行った。南スーダンの事例

から、「駆け付け警護」「宿営

地共同防護」が憲法の禁ずる

武力行使につながりかねな

いことを証言した。

【日本政府による「危険地」
への渡航規制について】

国際基準や現場の安全状況

に合わない形での規制に対

して、引き続き JaNISS(NG0
安全管理イニシアチブ)と 連



携 して外務省への働きかけ

や関係者との協議を行った。

重点目標 (1)メ ディア掲載
目標数は達成 (目 標 95件、
実績 98件 )。 毎日・朝日・東
京新聞記者とのつながりが
でき記事掲載につなげられ
た。
日標 (2)、 JVCに 関わる人数
の増加は、測定の仕組みに着
手できず。

の訪朝同行・スーダン

訪間、その他映画タイアップ
やイベントなど発信の機会
は持つことができた。

日標 (3)事業との協働で
は、クラウドファンディング
協力や、アフガン事業の現地
パー トナー団体代表来日の

際の沖縄訪問同行、また駐在
員一斉帰国時の合同イベン
ト実施など、様々な形での事
業との連携を行った。その他
の点として、制作物において
誤記や落丁があつたので、今
後ミスがないよう留意する。
ボランティア受入は、コアボ
ランティアに物品支援対応
を主力として対応いただき、
100万超の収入につながっ
た。
オリエンテーションは下半
期から親和性の高い支援者
像 (ペルソナ)を意識し土曜
10時、平日14時開始の日程
を取り入れた。振り返りを 2

020年度に行 う。
*4～ 12月 実績 (支援者獲得
数/参加人数 (獲得率)17年
度 :17名 /139名 (12.2%)、
18年度 :13名 /100名 (13%)、
19年度 :4名 /88名 (4.5%)。

20191有::

4月 1日

202011ユ

3月 31日

日本国内 日本人
11人
(一部
兼任)

27,401

ファンドレイジング

増収 355万円は達成見込み。
しか 「ほろ

酔いコンサー ト」募金の団体
全体への寄付、元インターン

やスタッフのつながりでの

単発大口寄付によるところ
が大きく、施策が十分な成果
を出したとはいえない。
物品支援については、お宝エ

イ ドやハガキが伸び悩んだ

2019年
4月 1日

2020‐年
3月 31日

日本国内



が本や CD・ DVD・ ゲーム、フ

ァッション系物品支援の運
用・告知を開始し、また 7月

にカンボジアボランティア
チームから切手等の物品支
援を引き継ぎ、日標 340万円
に対 して 460万円と増収でき
た。
寄付増加への施策として、会

員への呼びかけで 40万円の
ご支援が寄せ られた。一方、
季節の募金依頼 DMやマンス

リー増額依頼等での増収は、
昨年度実績は超えたが目標
額は達成できなかった。募金
DMは 目標 1,900万 円に対 して
1,720万円の見込み (※昨年
度実績 1700万 円/春募金は 3

/13に発送 しリターンはこれ
から)。 マンスリーは目標額
2930万円に対 して 2840万

円 (昨年度 2800万 円)の見
込み。
寄付増加のための分析・対応
をより精度を高めるべく導
入を決めた新支援者管理シ
ステム 「SalesfOrce」 は当初
の予定より遅れながらも作
業を進め、2020年度第一四半
期頃のテス ト運用開始を目
指す。
遺贈寄付のご案内作成は、完
成まで至らなかつたがチラ
シ配布・パンフ構成案作成ま
では進んでお り、できるだけ
早くの完成と活用を目指す。

JANICや JⅢ―NET、 KOREAこ ど

もキャンペーンなど、政策提

言や情報発信をより効果的に

行うための他団体との協働を

継続している。

ワ ー

20191:ニ

4月 1日

2020年
3月 31日

日本国内

国際協力に関する一般からの

問い合わせに対 して年間 536

件に応答 し、9件の出張サー

ビスを実施 した。また、これ

に関連 して、外務省、JICA、

国際協力推進員、他 N00ら と

の協議に参加 した。

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

日本国内 日本人
10人
(全員

兼任 )

1,395

画面頭圃



④この法人

の目的にか

なう事業を

行つている

他団体に対

しての支援

事業

カンボジア市民フォーラム、

地雷廃絶日本キャンペーン、
ジュマ・ネット、KOREAこ ど

もキャンペーン、日本インド

ネシア NGOネ ットワーク、
PLASに 対して、事務所スペー

ス、備品の貸与を通して支援
を継続した。年度前半で日本

インドネシア NGOネ ットワー

クが団体解散により退去。そ
の後、乳幼児の心臓移植をサ

ポー トするゆいちゃんを救う

会へ貸与した。

これらの団体は、ⅣC(及び

JVC職員)が設立当初に参画

し、現在でもネットワーク活

動として関わつているか、ま

たは JVCの 目的にかなうよう

な人権の擁護、平和の推進事

業を行つている。

2019年
4月 1日

2020年
3月 31日

日本国内 対象団体
の職員な

ど

2,716

⑤その他こ

の法人の目

的達成に必

要な事業

2019年度は該当活動なし。

その`

2019有
=|

4月 1日

2020年
3月 31日

日本国内
0

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【 21,098】 千円)

疋示 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千 円)

カ レンダー等

物品販売事業 「幸せ」をテーマにし、事業地ではない一地

域に絞って全編クック諸島の写真で構成 し

た、従来作とは一線を画すものとなった。写

真家は 。
今年度の販売部数は昨年比で、壁掛け一般 :

▲131部 (98%)、 壁掛け名入れ :▲ 362部 (8

4%)、 卓上 :▲ 117部 (95%)、 ポス トカー ド :

▲318部 (78%)、 年賀状 :▲ 149部 (85%)
と不振。特に名入れは、卸し先がそれぞれ販
売に苦戦し減少。また 「会員の注文が少ない

ため希望者の個別購入に切 り替える」とい う
ケースもあり、カレンダー需要そのものの落
ち込みが感 じられる。

― のレ ン

2019生 |ユ

4月 1日

2020年

3月 31日

東京事務

所および

委託販売
力生
マF

2人
′_範 ヽ 口l'

兼任 )

21,098

匿亜至璽回



また経費削減のため、例年行つているDMを上
めて冬募金 I)Mに 同封し送付したところ、送付
対象者が違うことが後日判明し約 6,700件に
追加発送した。リピーター購入者が425名 減
つており、影響があると思われる。
販売管理ソフト「販売王」を導入。これまで
難しかった細かい売上集計などが簡単にでき
るようになった一方で、導入に時間が取られ
営業など販売維持・増加のアプローチに注力
できなかったことが反省となった。
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2019年度 貸借対照表

2020年3月 31日 現在

螢函
=:上

自コ:1,冒iヨ1,iと△_I:lttE:岨菫zIIコ :2:二

`Z」

ヒ≧2二

円

科 目 金額

300,2CЮ ,222
511,133

1,560493
2.566,021
6,580.113

▲ 5,520

94,590
2

1,968,694
2,063,286

100,000
6,593,169
6,693,169

311,502,462

69,045,969

,7

56

320,258,917

12,793,709
54,296,813

565,927
1,319,520

7Q000

29,455,856

9a501,825

230,642,194
▲ 8,885,102

221,757,092
320,258,917

I 資産の部
1.流動資産

現金預金

売掛金

棚卸資産

未収金

前払費用

貸倒引当金 (▲ )

流動資産合計

2.固定資産

(1)有形固定資産

建物

器具備品

車両運搬具

有形固定資産計

(2)投資その他の資産
出資金

保証金

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

]負 債の部
1.流動員債

未払金

前受金

預り金

源泉税等預り金

未払法人税等

流動負債合計

2.固定負債

退職給付引当金

固定負債合計

負債合計
Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額
正味財産合計

負債及び正味財産合計
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2019年 度     財務諸表の注記
特定非営利活動法人 日本国際ポランティアセンター

自 2019年4月 1日

至 2020年 3月 31日
3.使途等が制約された寄付等の内訳

使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。
当法人の正味財産は、    221,757092 円ですが、    5,347300円 は、下記のように使途が特定されています。
従つて使途が制約されていない正味財産は、 216,409,792 円です.

__                        (収 益として計上したもの)

容 前期繰越額 当期受入額 当期減少額 次期繰越額 備者

1.239,678 888.155 351.523
4.684,818 4.684.818
7.000,000 7.000,000
1.000.000 1.000000
1,000.000 833334 166,666
373.547 62.175 311.372

3,000,000 3.000,000

寄付金  全国退贈女性教国員の会
寄付金 翻爾亜用覇麗罰子

「 'T:扁 '~~~~~寄付金 A―Port クラウトフアンディング
助成金  立正佼成会―食平和基金

カンポジア●集 計

ン

寄付金  童話館

カンポジア事業
寄付金
寄付金

18298043 17468482 829κコ31

212,660 3.864.669 3.124.806 952523
1,000,000 1.000Ю00
1.000,000 1.000,000
∝Ю.000 9αЭ,∝Ю

2.976,812 2.976.812
2,402,858 2,402,858
3,000,000 3.000,000

3.110.822 1,142,133 1,968689 未償却■ 1.968.689車両簿価
21,597,135 21597.135 左記外  432.480前受金あり

ラオス事業
寄付金

~三
ラ牙ス

=豪
ス7踊覇麗罰T冨

~~~~~~

寄付金  立正佼成会   洪水緊急

寄付金  全国退鳳女性教国民の会
助成金  The Mcknight FoundatЮn

助成金  立正佼成会―食平和基金
補助金 外務省NGO連携無償資金1軍灰
補助金  外務省NGO連携無償資金2年次
補助金 外務省NGO連携無償資金3年次

ラオス●業        計

寄付金  電力総連

助成金  Wolthats

3.323482
1.031.717

38373.191
1631717

38775461 2921212
左記外 30119,018前 受金あり

1.234.556 1234,556
まЮ,000 まЮ,αЮ

1.265247 1265247
1,500,000 1,500,000

寄付金  南アフリカ事業への指定寄付金

助成金  生活共同組合パルシステム東京
助成金  公益信託 アフリカ支援基金

南アフリカ●業       計

ロアフリカ事業

寄付金  真,0苑

綱襲Ю,まЮ 4田Ю,α�

4630085 4630085
■000.000 1.000.000
1,409,474 1,409,474
aЮ.∝Ю &Ю.∝Ю

2.000.000 2,000,000
728898 728.898

寄付金  アフガニスタンξ業への指定寄付金
寄付金  浄土真宗本願寺派仏教婦人総運盟

寄付金  アジア宗教者平和会議
寄付金  全国退臓女性教臓員の会
助成金  日本国際脇力財団

補助金  外務省PWJ 補助金

アフガニスタン事業

アフ万三戻タン●業 10.568.457 10563457

1,135,155 6.981.908 8.117,063
1,000,000 1.000000
964.260 964,260

15,858.617 15,858,617
8,175,044 8.175,044

寄付金  ′ヽレスチナ事業への指定寄付金

寄付金  横浜□―タリークラブ

補助金  外務省NGO連携無償資金

パレスチナ事業

′

助成金  ゆうちょ財団

補助金  UNICEF
1,1351〔も 32979829 34■ 14984

1.251,643 1251.643
5,738,000 4.492.771 1.245,229

200.000
a944414 1245229

寄付金  イラク事業への指定寄付金

助成金 財)ベルマーク教育財団
イラク●業        計

寄

イラク事業

クラウトフアンデイング

200000
7189,643

3387.892 3.387.892
900,000∝ Ю.000

756.468 756.468
1,500.000 ■500.000

25.443.287
6.714,854

25,443.287
6.714854 左記外  23.745.015前 員金あり

助成金  フェリシモ地球村の基金
助成金  日本労働組合連合会
補助金  外務省NGO連携無償資金2018.12～

NGO連携無償資金2020.1～

ン

ス

スーダン事業

寄付金

補助金

寄付金  スー

38702,501 38ヽ 702.3Эl

1,187,130 1.187.130
1.187.100計

コリア事業への指定寄付金
コリア事業 計

コリア事業

寄付金
1,187130

1,594,940 1.594.940
1,000,000 1.00Э.000
2594040 2594940

寄付金  モザンピーク緊急支援への寄付金

助成金  フェリシモ地球村の基金
モリンピーク緊急支援   計

モリンピーク緊急支援

0 0 315003315003

への寄付金 135,950 99,655 36.295
9XXも a、:χ5135900

58788236 OB788236指定

"金
他 計

寄付金 合計 1,662.818 113.002526 111280733 3.378611
2Q565,645 0助成金 合計 0 20.565,645

1,968,689 左記外 (拗266.(Ю2前受金あり

台

＝

補助金 合計 3.1110.822 8(0.449,552 84,291.685
4773640 213717.723 213144、063 5347.3Ю 0合 計



2019年度 財務諸表の注記

特定非営利活動法人

(単位 :円 )

日本国際ポランティアセンター

自 2019年 4月  1日

至 2020年 3月 31日

4.固定資産の増減内訳

5.役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取31は以下の通りです。

6.その他の事項

・事業費と管理貴の捜分方法

(単位 :円 )

科 目 期首取得価額 取得 減 少 期末取得価額
減価償却累計

額
期末帳簿価額

有形固定資産

建物

什器備品

車両運搬具

投資その他の資産

出資金

保証金

224.563

196.409

5,468.457

100,000

6,057,489

0
110,000

0

0

535680

0

0

1

0
0

224.563

306.409

5468.456

100,000

6.593.169

△ 129.973

△ 306,407

△

3.499.762

0

O

94.590

2

1,968.694

100,000

0593.169

合計 12.046.918 645680 1 12692597
△

3936.142 8,756.455

科 日
財務譜表に計上された

金額
内、役員との取引

内、近親者及び支配

法人との取ヨ1

(活動計算薔)

事業費

事業員/人件費 給料手当

管理費

管理貢/人件費 給料手当

83.965,139

16823.400

6.760,800

6.439,200

0

0

活動計算書計 100,788,539 13,2CX),CX〕 Э 0

(賞借対照表)

退臓給与31当 金 29,455,856 8444,000

0

0

貸僣対照表計 159,861,504 28.083.200 0

事務所家賃 事業の事務所面積専有比率により陵分しています。

水道光熱費 事務所家賃の陵分比率により按分しています。
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書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2019年 度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を田載した名簿)

特定非営利活動法人 日本国際ボランティアセンタ_=

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

氏 名

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該 当者のみに記入)

1 巨三卜監事
イマイ  タカキ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日今井 高樹

2 ・監事

イトウ トキコ 2019`午 4月 1日

2020年 3月 31日伊藤 解子

3 巨三卜監事
オカ

゛
ワ リュウタロウ

小川 隆太郎

2019年 4月 1日

2020年 3月 31日

4 睡ヨ・監事
キノシタ  ショウシ

゛
2019`午 4月 1日

2020年 3月 31日木下 尚慈

5 巨ヨ・監事
シミス

゛
  ケン 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日清水 研

6 ・監事

シミス・  トシヒロ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日清水 俊弘

7

タカシマ  テツオ 2019`午 4月 1日

2020`午 3月 31日高島 哲夫

8 巨ヨ‐監事
,--17 Lo:/

谷山 博史

2019`午 4月 1日

2020年 3月 31日

9 理 事・監事

テンミョウ ノガヒロ

天明 伸浩

2019`手 4月 1日

2020年 3月 31日

10

ハセベ  タカトシ

長谷部 貴俊

2019`午 4月 1日

2020年 3月 31日

□

匹ヨ・監事

区ヨ・監事



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11 睡ヨ・監事
フシ

ヾ
ヤ  リカ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日藤屋 リカ

12 理事 ・監事

フルサワ コウユウ 2019`午 4月 1日

2020`午 3月 31日古沢 広祐

13 巨]・ 監事
ワタナベ  ナオコ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日渡辺 直子

14 理事・[憂]

カメヤ(クヴ )カフリ 2019年 4月 1日

2019`午 9月 30日
亀谷 (黒 田)

かをり

15 理事・匡∃
ヤサ・キ  メイ 2019年 4月 1日

2020年 3月 31日矢崎 芽生



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人_旦杢旦盤:」:重:生:生:L空堂2三二__

氏    名 住 所 又 は 居 所

1 長谷部 貴俊

2 細野 純也

3 渡辺 直子

4 今井 高樹

5 並木 麻衣

6 宮西 有紀

7 木村 茂

8 仁茂田 芳枝

9 伊藤 圭

10 稲見 由美子

11 横山 和夫

12


